










４ 加工グループ活動が農家女性の意識と行動に

及ぼす影響
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本発表の構成 

１．ははじじめめにに  

問題の社会的背景と課題の設定 

２．調調査査対対象象のの直直売売所所・・加加工工ググルルーーププのの概概要要とと調調査査方方法法  

～JA紀の里 めっけもん広場の取り組み～ 

３．加加工工ググルルーーププのの活活動動実実態態   

４．農農家家女女性性のの意意識識とと行行動動のの変変化化 

５．おおわわりりにに  

研究のまとめと、今後の課題 

1 

平成31年12月9日（月） 
13：00～ めっけもん広場 

和歌山大学 食農総合研究所 特任助教 植田淳子 

加加工工ググルルーーププ活活動動がが農農家家女女性性のの意意識識とと行行動動にに及及ぼぼすす影影響響  
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＜本研究の課題＞ 

近年、農家女性に対する農業・農村政策が行われ、 
その後押しもあり、農家女性たち様々な活動を実施しているが、 

本研究では、農家女性の起業活動の一つである  
農農産産物物加加工工活活動動にに関関わわるる団団体体やや女女性性たたちちがが、、  
農農産産物物直直売売所所をを核核ととししななががらら、、  
行行っってていいるる新新ししいい展展開開（（活活動動））にに着着目目しし、、意意識識とと行行動動にに  
及及ぼぼすす影影響響をを明明ららかかににすするる。。  

3 

1．はじめに  問題の社会的背景と課題の設定 

【【都都市市部部】】 
都都会会ででのの生生活活ののスストトレレススかからら、、自自然然のの中中でで
のの、、リリララッッククススややリリフフレレッッシシュュをを希希望望 

安安全全・・安安心心なな食食をを求求めめるる傾傾向向 
田田舎舎のの食食材材をを使使っったた加加工工品品のの購購入入希希望望 

【【農農山山村村地地域域】】 
高高齢齢化化やや過過疎疎化化のの進進行行 
集集落落のの維維持持・・管管理理がが困困難難にに 
ななっってていいるる状状況況 

農農家家のの女女性性がが主主ととななっったた活活動動 
＊＊農農産産物物直直売売所所 
＊＊農農家家レレスストトラランン 
＊＊農農家家民民泊泊  等等 

主体性を持ち、実行して行く女性像が、現在、農山村において求められている 

1992年（平成 4年） 農農林林水水産産省省がが「「新新ししいい食食料料・・農農業業・・農農村村政政策策のの方方向向」」公公表表    

「農山漁村の女性に関する中長期ビジョン」策定 

2010年（平成22年） 六次産業化・地産地消法 を公布 
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JA紀の里 関係者ヒアリング 
「かがやき出荷グループ」代表者へ、調査票を用いて対面によってアンケート調査、
また、ヒアリング調査を実施。 

＜＜調調査査方方法法＞＞  

＜＜調調査査対対象象＞＞    和歌山県紀の川市 JA紀の里 かがやき部会出荷グループに属する 
１９グループのうち、１４グループ 
グループの代表者（１名もしくは２名） 

＜＜調調査査期期間間＞＞    ２０１７年５月～９月 

5 

２２．．調調査査対対象象のの直直売売所所・・加加工工ググルルーーププのの概概要要とと調調査査方方法法  
～JA紀の里 めっけもん広場の取り組み～ 

●JA紀の里 めっけもん広場の概要
運営者 紀の里農業協同組合 （和歌山県 紀の川市・岩出市） 
開設年月日 2000年11月 
所在地 和歌山県 紀の川市 
施設概要 敷地：売場，駐車場，その他（事務室、バックヤード、トイレ、調理 

加工施設） 
設備：POSシステム,売上情報配信システム,清算書発行システム, 

冷蔵設備,精米設備,米粉用製粉機,自動支払機等 
平成28年度販売高 28億円  （来店客数 年間69万9千人） 
出荷者登録数 
会員の状況 

1,530人（個人・組織含む） 
男性 54％ 女性 46％ 

●かかががややきき出出荷荷ググルルーーププについて
JA女性部会「かがやき部会」（会員数2,100名）に属する加工グループ １９グループ
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１１））加加工工ググルルーーププのの設設立立動動機機とと設設立立経経緯緯

設立の経緯としては・・元元生生活活改改善善ググルルーーププ、、  
同同じじ作作物物をを栽栽培培、、同同じじ地地区区等等。。 
その他の回答は、家族、JA女性部などがみられた 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0
構構成成比比  （（％％））  

設立の動機としては 
・・規規格格外外品品のの有有効効利利用用  ・・地地域域特特産産物物のの有有効効利利用用
の回答が多くみられた。

構構成成比比  （（％％））  

7 

●●調調査査対対象象  表表１１  １１４４ググルルーーププのの概概要要

３３．．加加工工ググルルーーププのの活活動動実実態態  

設設立立年年次次 加加工工開開始始 販販売売開開始始 人人数数 加加工工内内容容 売売上上高高※※ 加加工工以以外外のの活活動動内内容容

AA 1969 2000 2000 女性 5 米麹味噌、漬け物 ① イベントでの販売

BB 1973 1989 1991 女性 2
ジャム、漬け物、
シャーベット

③ ―

CC 1982 1982 1982 女性 12 金山寺味噌、味噌 ④ ―

DD 2000 2000 2000 女性３男性１
味噌、こんにゃく、
漬物、ジャム

⑦ 加工体験活動

EE 2000 2000 2000 女性 6
漬け物、竹の子の水煮
ジャム（梅、八朔等）

⑤ 加工体験/イベントでの販売

FF 2000 2000 2000 女性 3
ジャム、コンニャク、
シャーベット

① 加工体験活動

GG 2002 2002 2002 女性 3
シャーベット、ジャム、
モチ、味噌、かき餅

③ 食育活動

HH 2004 2005 2005 女性 24
ジャム、ドレッシング,金
山寺味噌、 焼肉のたれ

⑥ 食育活動/加工体験活動

II 2005 2005 2006 女性 8
ジャム、佃煮、
ドライフルーツ

③ 菓子店への営業活動

JJ 2005 2005 2005 女性 3
金山寺味噌、味噌、漬け
物、こんにゃく

③ 食育活動/加工体験活動

KK 2005 2005 2005 女性 3 金山寺味噌 ② 消費者との交流活動
LL 2008 2008 2008 女性 2 ジャム、蒸しパン ① イベントでの店頭販売

M 2010 2010 2010 女性 2 ラー油、もち ② ―

N 2014 2014 2015 女性 5 ニンニク、仏花 ① ―

注※: ①50万円未満，②50～100万円，③100～200万円，④200～300万円，⑤300～400万円，⑥400～500万円， 
⑦500～600万円の区分による。

＊設立年次（５０年～） 
加工販売開始は 

 めっけもん広場設立～） 
＊加工内容は 

 味噌や漬け物、  
 ジャム、コンニャク等   

  といった地域の特産品 
  を活かした商品づくり 

＊加工以外の活動と して、 
 消費者イベントでの 
 店頭試食・販売、 
 加工の体験活動を 
 実施するグループ、 
 地域の子どもたちや 
 女性に対して、食育 
 活動を提供している  
  グループ 
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加加工工時時にに使使用用すするる作作業業場場・・加加工工場場  商商品品開開発発ななどどののアアドドババイイススをを受受けけるる機機関関  

加工時に使用する作業場・加工場としては 
JA施施設設をを使使用用すするる団団体体ががももっっとともも多多かかっったたが 
次に、グループ員宅に加工所を設置して 
使用するグループがみられた。 

商品開発などのアドバイスについては 
半半数数ののググルルーーププがが「「特特ににううけけてていいなないい」」とと答答ええたたが 
残りは、普及機関や出荷先である直売担当者から 
受けたとの回答を得られた。 

構構成成比比  （（％％）） 構構成成比比  （（％％）） 

9 

年年間間売売上上高高  

構構成成比比    （（％％））  

金金  

額額  

年間売上高は 
・・200万万未未満満のの規規模模が多くみられた。☆ 

 
また、ここ5年間の増減は「変わらない」
との回答が71％。 
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１１）） 加加工工にに対対すするる意意欲欲とと行行動動のの関関連連

JA管内への販売 JA管外への販売

回答
有り

B，E，G，
L，M，N

HH，，II，，JJ

回答無し A,C,F,K D

　 注：アルファベットは表１の14グループのグループ名を示す。

販販売売先先のの拡拡ががりり

農農
産産
加加
工工
・・
創創
意意
工工
夫夫
のの
意意
欲欲
向向
上上

資料：アンケート調査より作成。

４４．．農農家家女女性性のの  
意意識識とと行行動動のの変変化化  表表２２  農農産産加加工工にに対対すするる意意欲欲とと販販売売活活動動のの範範囲囲のの関関係係  

11 

新新商商品品のの開開発発にに関関ししてて  

構構成成比比  （（％％）） 

新商品の開発については、 
ググルルーーププ員員がが常常にに考考ええてていいるるとの回答が 
約8割と最も多くみられた。 
その他、消費者の要望等を聞く場合もあった。 
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２２））取取りり組組みみのの転転機機ととそそのの後後のの対対応応    事事例例②②  ＪＪググルルーーププ    33名名    平平均均年年齢齢  6699..33歳歳  

【農産加工物】 

①味噌
②金山寺味噌
③キュウリの奈良漬け
④ダイコンの漬け物
⑤コンニャク

年号 出出来来事事  
1986 生生活活研研究究GGののメメンンババーーでで味味噌噌作作りり開開始始  

2000 めめっっけけももんん広広場場開開設設  
2002 
2003 
2004 加工所設立、場所：自宅 道具：県 

2005 
グループ設立し加工①開始。元々、
家庭用に以前より実施。①販売、
②加工・販売開始。

2006 
2007 ③加工・販売開始
2008 
2009 
2010 ④加工・販売開始
2011 
2012 
2013 
2014 
2015 
2016 ⑤加工・販売開始
2017 首都圏の百貨店にて販売 

生活研究グループ「伝承塾」 
にて、味噌作りの講習会開催 

地域の小中学校に食育として 
味噌作り体験を行う 

その後の対応 

13 

年年号号  出出来来事事  

2000 めめっっけけももんん広広場場開開設設  

2005 グループ設立、加工開始① 

2006 
販売開始①、 
加工・販売開始②・③ 

2007 加工・販売開始④ 

2008 加工・販売開始⑤ 

2009 加工・販売開始⑥ 

2010 

2011 機械導入 

2012 

2013 加工・販売開始⑦ 

2014 加工・販売開始⑧ 

2015 

2016 

2017 加工・販売開始⑨ 

【農産加工物】 
①きんかんのシロップ煮
②イチジクのジャム
③ルバーブのジャム
④きんかんのマーマレード
⑤イチジクのワイン煮
⑥ゴーヤの佃煮
⑦ドライイチジクの加工
⑧いちごジャム
⑨はっさくのジャム

２２））取取りり組組みみのの転転機機ととそそのの後後のの対対応応    事事例例①①  ＩＩググルルーーププ    88名名    平平均均年年齢齢  6600..00歳歳  

取り組みのきっかけ その後の対応 
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３３）） 加加工工活活動動参参加加後後のの農農家家女女性性のの意意識識変変化化

資料：アンケート調査による。 

農家女性個人の意識変化 
として、、「「活活動動ししててよよかかっったたかか」」、、
「「活活動動すするるここととがが楽楽ししいいかか」」との
質問には、「「そそうう思思うう」」、、「「少少ししそそ
うう思思うう」」との回答をあわせると、
それぞれ9割以上を占めた。 

「「新新ししいい人人間間関関係係がが築築けけたた」」に
対して「そう思う」との回答が
62.8％を占めており、加加工工活活動動
参参加加ししたたここととでで、、ここれれままででのの付付
きき合合いいととはは異異ななるる農農家家女女性性のの
新新ししいいネネッットトワワーーククが生まれて
いると考えられる。 

15 

３３））活活動動にによよるる成成果果  －－加加工工ググルルーーププ活活動動のの成成果果

％％ 構構成成比比  （（％％）） 

加工活動を開始後、グループに 
対しての成果として 
・・家家族族のの協協力力がが得得らられれるる
・・地地域域ののななかかでで活活動動がが認認めめらられれるる
・・創創意意工工夫夫すするる意意欲欲がが高高ままっったた
・・農農産産加加工工にに対対すするる意意欲欲向向上上
との、回答が多くみられた。
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① 活動への同じ方向性を持つ仲間と、意見を交わしながら活動している。

② 各個人が持つ加工の技術やアイデアが仲間内に伝えられる。

③ 経済的な面や成員のモチベーション保持の面から、活動を維持していくために、
新商品の開発や新規の活動が行われている。
（研修会への参加、他団体との交流等） 

加加工工ググルルーーププ活活動動がが農農家家女女性性のの意意識識とと行行動動にに及及ぼぼすす影影響響  

17 

４４））加加工工活活動動ををききっっかかけけととししてて取取りり組組んんだだ新新たたなな活活動動

資料：アンケート調査による。 
注:１）自由記述により回答を求めた。回答者は14名である。（78⇒54 14） 

２）回答の後の（ ）内は年齢層を示す。

加加工工活活動動ををききっっかかけけととししてて  

＊＊農農業業生生産産・・販販売売にに関関すするる  
新新たたなな取取りり組組みみをを開開始始  

＊＊農農産産加加工工にに関関すするる  
新新たたなな取取りり組組みみをを開開始始  

＊＊農農業業全全般般にに関関わわるる  
（（情情報報発発信信やや人人間間関関係係構構築築））  

新新たたなな活活動動をを開開始始  

＊＊ボボラランンテティィアアやや趣趣味味をを開開始始  

活動の種類 内 容

・販売先の拡大につとめている　（40歳代）

・農産物の直売（100円）の台の設置　（70歳代）

・自分で直売を開始　（70歳代）

・農業生産の拡大　（60歳代）

・自宅の前の畑を借りて、花づくりや野菜作りを行う（70歳代）

・新しい加工品への意欲が沸いてきた　（70歳代）

・農産加工に関する情報やアイデアを探すようになった（50歳代）

・自分の加工所で新しい事業を立ち上げた　（50歳代）

・JA女性部会のお菓子教室で使用する、クリ、デコポン、ネーブル等

自分で栽培し、安全なものを使うように心がけた　（50歳代）

・他の加工グループの方と友達になり、農産物の作り方や料理

方法など、情報をもらうことが増え、色々試している　（年齢不詳）

・研修会や勉強会に参加するようになった　（70歳代）

・ブログをはじめた　（農業や加工品の情報発信）　（60歳代）

・行政や直売関係者（めっけもん広場）との繋がりが向上　（70歳代）

・近所の直売所を見学するようになった　（50歳代）

・ボランティア活動を開始する　（60歳代）

・人間関係の交流域が広くなった　（60歳代）

・趣味の活動が増えた　（60歳代）

農業生産・販売に
関する新しい活動

農産加工に関する

新しい活動

農業全般に関わる
新たな活動

それ以外の
新たな活動
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５５．．おおわわりりにに  
－－調調査査ののままととめめとと今今後後のの課課題題—— 

② 生産する農産物に誇りと自信を持っていて年中味わってほしいとの思いがあることや、
地域の人たちや異世代への食育活動等を行うことで、
グループ員の加工に対する創意工夫する意欲や農業や加工への意欲の向上にもつながる。

① 地域農産物や規格外品の有効利用等を主な目的として開始した加工グループ活動は、
地域に根付いた加工活動を行うことで、家族や地域の協力が得られ、認められるようになる。

③ 食育活動や情報を外に発信し、評価や意見を得ること、
また、加工とは別の目標（楽しみ）を作ることで、活動への高いモチベーションを維持して
いくことができると考えられる。

19 

④ 商品を作るだけではなく、販売先の開拓も行っている（商談会への参加、
菓子店への原料供給等）。

⑤ 個々のグループを支援する組織（JA,めっけもん広場、行政等）があることで、
活動内容に面的な広がりがみられる。

⑥ 加工以外の活動（農産加工体験や食育活動等）を行うことで、女性グループ
活動が社会的な意義を持った活動となる。

   またそれらの活動を通して、異なる世代や他地域の人々と交流を行うことで、 
 さらにグループの存在意義が再認識されていく。 

⇒⇒ 加加工工ググルルーーププ活活動動ににおおけけるる農農家家女女性性のの意意欲欲的的行行動動
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５ 農業体験参加者の交流・体験活動への参加意識
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１ はじめに 

• 直売所を核として、農産物の収穫・農作業・調理・加工等といった様々な体験活動や農家と
の交流（交流・体験活動）を展開 →スーパーなどとの差別化が可能 

「直売所を核とした都市住民との交流・農業体験活動」を展開する上で 

農業体験で農村を訪れる人は？ 

農業体験参加者と直売所との関係は？ 

 

直売所での交流や農業体験の意義・重要性は指摘されているが、地域で実施した農業体験への
参加者の直売所利用実態や農業・農村に関する意識などを明らかにしたものはみられない。 
＜目 的＞ 

• 農業体験参加者の都市農村交流に対する意識と行動について、直売所利用者との比較で 
 その特徴と差異を明らかにする。 
 →「直売所を核とした都市住民との交流・農業体験活動」実施にあたっての課題の検討 
• なお、交流・体験活動に関して、農作業体験に絞り込んで課題を検討。 
 

2 

農農業業体体験験参参加加者者のの交交流流・・体体験験活活動動へへのの
参参加加意意識識  

  

辻和良・植田淳子・岸上光克・戴容秦思 
（和歌山大学） 

 
1 

現地研究会 第5報告資料(2019.12.09) 
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体験農業部会

• 2000年のめっけもん広場開設に伴って、多くの消費者が管内を訪れるようになったことが契機
となり、体験農業部会を2003年に組織（営農部が担当）。

• 農作業体験などの年間受入回数42回、延べ参加者数2,336人(2018年度)
部会参加生産者 19人（うち、3人はグループの代表者）

 <<体体験験者者ににアアンンケケーートト調調査査実実施施>>  黒黒豆豆作作業業体体験験

• 2008年～ むらおこし活動の一環として実施
• 開催場所：JA紀の里 鞆渕選果場（M直売所から車で約30分、約19㎞）
• ともぶち地域活性化実行委員会が運営（委員会役員が体験農業部会員）
（丸鞆会、黒豆部会、紀の川市農業林業振興課、和歌山県那賀振興局、JA紀の里） 

JA紀の里は、チラシやポスターの配布・掲示、あぐりんクラブ会員・前回参加者へのDM送付、 
ホームページへの掲載、ミニコミ誌などへの情報提供等、体験時の受付・会計担当。

• 実行委員会は、住民協力のもとで農業体験、ホタル観賞会等のイベ ント開催、黒豆の商品化等
→リピー ター「鞆渕ファン」を獲得したい

鞆渕地区からM直売所へは、鞆渕選果場で集荷・荷造りをして出荷（委託と買取りで）
サトイモ、ホウレンソウ、キュウリ、カボチャ、フキノトウ、山ブキ、コゴミ、黒豆など

4 

3 

＜対象地域および直売所＞ 

JA紀の里管内の概要(紀の川市・岩出市) 
• 農家数 4,850戸(2015年農林業センサス)
  自給的農家1,454 戸 販売農家3,396 戸 
  専業農家 1,654 戸 第1兼 446 戸 第2兼 1,296 戸 

大大阪阪府府  

紀紀のの川川
市市  

岩岩出出
市市  

橋本市 

和歌山市 

海南市 
奈奈良良県県  

三三重重県県  
田辺市 

• 耕地面積 5,181 ha(うち、田1,819ha、畑3,372ha)(2018年、農
林水産省統計部)
耕地のうち65％が畑（主に樹園地）

• 農業産出額 2,006 千万円(2017年、農林水産省統計部)
うち、米148 千万円（7％）、野菜453 千万円（23％）、
果実1, 341 千万円（67％）、花き107 千万円（5％）

• めっけもん広場
2000年11月開場
登録出荷者1,558人、年間販売額28億円（2018年度）
年間来場者数（レジ通過者数）は67万人（2018年度）
全国有数の大規模直売所

２ 調査の概要 
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（左上）栽培風景（鞆渕地区）

（左下）乾燥風景

（右上）黒豆の販売促進活動

M直売所と鞆渕選果場の位置関係 

5 

めっけもん広場 

鞆渕選果場 

1km 
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8 

鮎つかみ 体験前の説明 

地元産品の販売 定植作業 

黒豆作業体験 2018年度の取り組みと参加人数 

参加費用：1区画10株 5,000円（1年間）1区画約5ｍ、10株、乾燥豆1.5㎏程度
1回～3回までの黒豆作業体験と収穫した農産物、1グループで何区画でも申し込み可能（全体で75区画準備）

第1回目：6月16日(土) 参加者210人（大人147人、子供63人）
黒豆の植え付け作業、夜にホタル観賞
夕食（黒豆・えんどうご飯のおにぎり、そうめん）食器づくりと合わせ 大人1,000円、子供500円
鮎つかみ 小学生以下300円、タマネギ・ジャガイモ収穫2,000円（タマネギ30個、ジャガイモ5株、先着20組）

第2回目：10月13日(土) 参加者181人（大人126人、子供55人）
枝豆の収穫体験、試食
ちぢみほうれん草の植付作業（オプション、1区画20株、1月の収穫作業代金込み2,000円）
サツマイモの収穫体験（オプション、5株、2,000円）

第3回目：12月7日(土)  参加者133人（大人83人、子供50人）
黒豆の収穫体験、しめ縄づくり（オプション）、もちつき、もちの販売
ヒノキの丸太切り体験（お土産付き、500円）

第4回目：翌年1月18日(土) 参加者64人（大人42人、子供22人）
ちぢみほうれん草の収穫体験（10月の申し込み者のみ）
こんにゃく作り（オプション 1,000円おみやげ付き） 7 
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1）回答者の属性

• 自宅からの距離
黒豆体験参加者 20～30kmに58％

30kmまでに85％が分布 
M直売所利用者 30kmまでに58％ 遠隔地多い。 

• 年齢
黒豆体験参加者 40歳代以内に59％、60代以上24% 
M直売所利用者 40歳代以内に14％、60代以上76% 

• 家族数
黒豆体験参加者 2人以内に35％、4人以上53% 
M直売所利用者 2人以内に57％、4人以上15% 

10 

３ 分析結果 

注:1)自宅からの距離は、自宅所在地の市町村役場から当該場所ま 
  での直線距離を示す。 
検定：「性別」はχ2検定、以外はFisherの直接確率検定 
  **:1%水準で有意、*:5%水準、ns:有意差なし 

回答数 ％ 回答数 ％
男性 29 38.2 87 40.5
女性 47 61.8 128 59.5
合計 76 100 215 100.0
10㎞未満 5 6.4 38 17.8
10～20km 16 20.5 68 31.8
20～30km 45 57.7 19 8.9
30～40km 5 6.4 30 14.0
40～50km 2 2.6 26 12.1
50km以上 5 6.4 33 15.4
合計 78 100 214 100.0
20歳未満 - - - -
20～29歳 3 3.8 2 0.9
30～39歳 8 10.3 14 6.5
40～49歳 35 44.9 15 7.0
50～59歳 13 16.7 20 9.3
60～69歳 11 14.1 77 36.0
70歳以上 8 10.3 86 40.2
合計 78 100.0 214 100.0
1人 6 7.8 9 4.2
2人 21 27.3 113 52.8
3人 9 11.7 59 27.6
4人 24 31.2 24 11.2
5人 11 14.3 5 2.3
6人 6 7.8 4 1.9
合計 77 100.0 214 100.0

項目 黒豆体験参加者 M直売所利用者

家族数

性別

自宅からの距離

年齢

検定

**

**

ns

**

単位:人，％ 

9 

• 調査方法
①黒豆作業体験の参加者に対するアンケート調査

2018年6月16日実施（体験第1回目）
当日の参加者は210人(うち子供63人)（45組）
受付にて調査票を参加者(大人)に配布し、体験終了後に回収した。
配布数82、回収数80、有効回答78

②めっけもん広場来場者に対するアンケート調査
2019年4月19日（金）、20日（土）実施
来場者に調査票を配布し、その場で回答を求めた。
有効回答 4月19日95、4月20日120 合計215

• 調査内容
それぞれの個人属性、都市農村交流参加の経験、M直売所利用の実態、
農業・農村に対する意識など
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２）都市農村交流の参加と農作業の経験

• 黒豆体験参加者
直売所（100％）
農作業体験（79％）
観光農園（22％）

• M直売所利用者
直売所（100％）
観光農園（17％）

• 両者とも、これら以外の都市農村交
流の活動への参加経験は少ない。

12 

（複数回答） 
 n=65 

都市農村交流活動への参加経験 

• 1カ月の休暇日数

黒豆体験参加者 5～9日以内 82％、30日以上3% 

M直売所利用者    5～9日以内 58％、30日以上28% 

• 世帯の合計年収
黒豆体験参加者 400万円未満28％、600万円以上55% 

M直売所利用者 400万円未満51％、600万円以上23% 

• ゆとりの意識
時間的ゆとり「あり+どちらかといえばある」 

黒豆体験参加者 56％ ＜ M直売所利用者 79％ 

11 

検定：「経済的ゆとり」「時間的ゆとり」はχ2検定、以外は
Fisherの直接確率検定 

**:1%水準で有意、*:5%水準、ns:有意差なし 

単位:人，％ 

回答数 ％ 回答数 ％
1～4日 8 11.1 25 14.3
5～9日 51 70.8 77 44.0
10～14日 7 9.7 15 8.6
15～19日 4 5.6 4 2.3
20～24日 - - 5 2.9
25～29日 - - - -
30日 2 2.8 49 28.0
合計 72 100.0 175 100.0
200万円未満 3 4.2 16 8.9
200万～400万円未満 17 23.9 75 41.7
400万～600万円未満 12 16.9 47 26.1
600万～800万円未満 18 25.4 22 12.2
800万～1000万円未満 11 15.5 16 8.9
1000万～1200万円未満 8 11.3 4 2.2
1200万円以上 2 2.8 - -
合計 71 100.0 180 100.0
ある 9 12.0 26 12.3
どちらかといえばある 40 53.3 90 42.5
どちらかといえばない 20 26.7 68 32.1
ない 6 8.0 28 13.2
合計 75 100.0 212 100.0
ある 7 9.9 75 40.8
どちらかといえばある 33 46.5 70 38.0
どちらかといえばない 23 32.4 29 15.8
ない 8 11.3 10 5.4
合計 71 100.0 184 100.0

検定

休暇日数

年収

項目 黒豆体験参加者 M直売所利用者

**

*

経済的ゆとり

時間的ゆとり

ns

*
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回答数 ％ 回答数 ％
毎日 - - 1 0.5
週に2～3回 - - 10 4.8
週に1回程度 4 6.8 25 11.9
月に2～3回 3 5.1 55 26.2
月に1回程度 13 22.0 51 24.3
2～3カ月に1回 8 13.6 44 21.0
年に2～3回 18 30.5 22 10.5
年に1回程度 8 13.6 1 0.5
数年に1回程度 5 8.5 1 0.5
合計 59 100.0 210 100.0
1,000円未満 2 3.5 2 0.9
1,000～1,999円 14 24.6 21 9.8
2,000～2,999円 13 22.8 32 15.0
3,000～4,999円 15 26.3 42 19.6
5,000～6,999円 6 10.5 56 26.2
7,000～9,999円 4 7.0 32 15.0
1万円以上 3 5.3 29 13.6
合計 57 100.0 214 100.0

来場頻度

1回当たり購入
金額

項目 黒豆体験参加者 M直売所利用者 検定

**

**

４）M直売所の利用
• 来場頻度
黒豆体験参加者  月1回以上 34% 
M直売所利用者  月1回以上 68％ 

リピーターが多い
また、黒豆体験参加者でM直売所での買い物経験の
「ない」との回答は66人中7人（10.6%）である。 

• 1回当たり購入額
黒豆体験参加者  3,000円以上 49％ 
M直売所利用者  3,000円以上 74％ 

購入額が大きい 

14 

黒豆体験参加者のM直売所の利用は行わ
れているが、利用回数や購入額は少ない。 

注：黒豆体験参加者はこれまで買い物経験がない7人を除いて集計している。 
検定：Fisherの直接確率検定 **:1%水準で有意 

単位:人，％ 

３）農業体験参加の目的(黒豆作業体験参加者)

• 全体では「子供の教育のため」（42％）、
「自然に触れたい」（39％）、「実際の農作
業を体験したい」（22％）、「作物を育てる
達成感を得たい」（22％）

• 30歳代、40歳代 「子供の教育のため」
（60％、66％）、「自然に触れたい」（30％、
41％）

• 50歳代 「作物を育てる達成感を得たい」
（39％）、「自然に触れたい」（31％）、
「現場の農業に触れたい」（31％）

• 60歳代以上 「自然に触れたい」（46％）、
「実際の農作業を体験したい」（31％）、
「現場の農業に触れたい」（31％）

直売所利用者は「M直売所での買い物が目
的」（74％、2004年調査）

13 （複数回答） 
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農業・農村に対する意識 

• 農業には楽しみがある
黒豆体験参加者95％＞M直売所利用者73％

• 農業に愛着が持てる
黒豆体験参加者91％＞M直売所利用者65％

• 農村は豊かな所だ
黒豆体験参加者87％＞M直売所利用者64％ 

• 農村での暮らしは大変だ
黒豆体験参加者86％＞M直売所利用者69％

農業・農村への理解度は体験参加者の方が高い 
→黒豆体験参加者は農家と直接交流している

 

16 

注:1)「そう思う」、「まあそう思う」をまとめて「そう
  思う」に、「あまり思わない」「思わない」をまと 
  めて「思わない」として、検定を行っている。 
注:2)調査項目は、板倉・中塚・宇野「大学生を対象とし 
  た農業体験学習の意義と課題‐神戸大学農学部の取 
  り組みを事例として‐」『神戸大学農業経済』第40 
  号、33-40（2008）を参考に作成した。 
注:3)「農業に愛着が持てる」はχ2検定。以外はFisherの 
  直接確率検定 
  **:1%水準で有意、*:5%水準、ns:有意差なし 

回答数 ％ 回答数 ％
そう思う 60 95.2 152 73.4
どちらともいえない 3 4.8 42 20.3
思わない - - 13 6.3
合計 63 100.0 207 100.0
そう思う 57 90.5 133 64.6
どちらともいえない 6 9.5 60 29.1
思わない - - 13 6.3
合計 63 100.0 206 100.0
そう思う 59 92.2 172 83.1
どちらともいえない 5 7.8 32 15.5
思わない - - 3 1.4
合計 64 100.0 207 100.0
そう思う 55 87.3 132 64.1
どちらともいえない 7 11.1 60 29.1
思わない 1 1.6 14 6.8
合計 63 100.0 206 100.0
そう思う 55 85.9 143 69.1
どちらともいえない 7 10.9 46 22.2
思わない 2 3.1 18 8.7
合計 64 100.0 207 100.0

ns

**

*

黒豆体験参加者 M直売所利用者 検定

**

**

農業には
楽しみが
ある

農業はき
つい仕事
だ

農業に愛
着が持て
る

農村は豊
かな所だ

農村での
暮らしは
大変だ

項目
単位:人，％ 

５）農業・農村に対する意識

黒豆作業体験参加回数とM直売所での買い物頻度・購入金額の関係 

15 

買い物頻度 １回当たり購入金額 

 n=66 
Fisherの直接確率検定 P=0.0393 
＊:５％水準で有意 

n=57 
Fisherの直接確率検定 P=0.0388 
＊:５％水準で有意 

体験回数が増加すると買い物頻度・購入金額ともに増加 

n=18 

n=20 

n=28 

n=13 

n=16 

n=28 
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M直売所利用者の体験希望 

• 「体験に参加したい」
30歳代、40歳代だけでなく、60歳代以上にも多くみられる。

• 希望する農業体験の種類は、「ふれあい体験農園（各種野菜づくり）」、
「黒豆作業体験」、「タマネギの収穫体験」など。
年齢で希望する体験内容が異なる。

18 
注：数値は回答数を示す。 
  体験の種類はJA紀の里管内で行われているものを示した。 

表 M直売所利用者の希望する農業体験 （複数回答） 単位:人 

項目 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70代以上
黒豆の作業体験 － 2 － 4 2
タマネギの作業体験 － 2 － 2 2
トウモロコシの収穫体験 1 3 － － 1
ふれあい体験農園（各種野菜づくり） 2 － － 4 4
他の作物の収穫や作業体験 － － 1 2 1
回答数 2 3 1 9 9

６）これからの農業体験参加の意向 

• 参加希望者 黒豆体験参加者（87％）＞M直売所利用者（12％） 
• M直売所利用者は参加希望者の比率が小さい 
• 黒豆体験参加者はリピーターが多く（回答者の73％が2回以上参加、4回以上36%） 
 黒豆作業体験の満足度は体験内容に「満足」、「やや満足」と回答。 
   次も同じ黒豆作業体験を希望していた。 
 
 

17 

検定： χ2検定 
 **:1%水準で有意 

回答数 ％ 回答数 ％
参加する 55 87.3 25 11.8
参加しない - - 81 38.4
わからない 8 12.7 105 49.8
合計 63 100.0 211 100.0

項目
黒豆体験参加者 M直売所利用者

検定

農業体験への
参加意向

**

単位:人，％ 
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M直売所利用者の高齢化は進んでいる。

直売所利用者は時間的なゆとり意識を持つ人が多いが、農業体験の参加希望は少ない。
原因は、来場目的が買い物で体験参加者と異なり、高齢者が多く家族に子供が少ないこ
となどが影響

直売所来場者にイベントで実施した野菜収穫体験（例えば、エンドウやブロッコリーな
ど）や調理体験を奨めても参加者は少ない*。
*M直売所関係者からのヒヤリング調査

M直売所には年間67万人もの消費者が来場していることから、たとえ農業体験希望者の
比率が12％と低位であっても、単純にこの比率を掛けると8万人が希望していることに
なる。

20 

直売所利用者の農業体験への参加について 

項目 黒豆作業体験参加者 M直売所利用者

年齢・子供 年齢の若い現役世代が多く、小学生以下の
子供がいる（体験させたい） 年齢が高い。定年退職者が多い

自宅から会場までの距離 比較的近隣地域からの来場 近隣地域からの来場も多いが、遠隔地から
も来ている

休暇・所得 会社員・公務員など現役世代、週休二日が
多い。所得多い 若い世代が少なく、年金生活者が多い

ゆとりの意識 「時間的ゆとり」ある人（65％） 「時間的なゆとり」ある人（79％）が多い

日常の関心事 食や健康に対する関心高い。
農山村への旅行に関心がある（71％） 食や健康に対する関心高い（安全性98％）

農作業の経験 農作業の経験のほとんどは農作業体験への
参加経験と家庭菜園

農作業体験以外の農業経験者が多い（家庭
菜園、実家の手伝い、農業従事）

M直売所の利用
M直売所は利用頻度、購入額とも少ない
（体験参加リピーターは購入頻度・購入額
ともに増加）

M直売所の来場頻度、購入額ともに多い

農業・農村への関心 農家と直接接しており、農業・農村の理解
度が高い 農業・農村への理解度が相対的に低い

農業体験への参加希望 これからも農業体験への参加を希望
（87％） 農業体験への参加希望少ない（12％） 19 

4 まとめ 
表 黒豆作業体験参加者とM直売所利用者の意識と行動の差異 
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ご清聴ありがとうございました 

22 

「直売所を核とした都市住民との交流・農業体験活動」実施にあたっての課題 

M直売所来場時に農業体験のPR
来場者へのPR、 希望する農業体験の内容把握（特に、40代までの若い消費者層は子供の教育を
目的、希望する体験が高齢者と異なる）
農業体験に参加し気に入ったら口コミで伝わる。

農業体験参加者に多い若い年代層の直売所利用機会の拡大
例えば、子供を対象とした食育や調理など、若い年代層の直売所の利用を促進するイベント開催

農業体験時に直売所をPR
農業体験参加者はリピーターが多く、参加回数が増すほど直売所の利用も増加する。

JA本体と直売所との連携
農業体験は直売所での買い物時には行われにくい（利用目的が異なる）。
農業体験と直売所の担当部署がJA内で異なることが多い→JA内部での連携が重要

直売所と生産者との連携
M直売所出荷者のうち、都市農村交流に「興味あり」52.9%（出荷者対象に2018年3月調査）
都市住民と農家との交流は農業・農村への理解度を高める。

21 
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６ 報告へのコメント
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農産物直売所の機能 －コメンテーターの理解－ 

農産物直売所の機能 【出荷者の視点】 
   ①規格外品の販路（現金収入確保） 
  ②高齢者・女性の役割（営農意欲・社会的地位向上） 
  ③価格形成への参加 
   （経営者意識の喚起：プロダクトアウトからマーケットインへ）    
      

農産物直売所の機能 【地域農業、JAの視点】 
  ①地域農業の振興（自給農家から販売農家へ、多品目少量栽培導入） 
  ②経済事業の確保（篤農家・高齢兼業農家の共販離れに歯止め） 
 

和歌山大学 食農総合研究所 現地研修会 
（JA紀の里 めっけもん広場 楽農クラブハウス）         

地方創生時代の農産物直売所に求められる 
機能と新たな運営方式 

－ 交流・体験型直売所の展開を中心に －  
 

へのコメント 
    
 
 
 
          藤田武弘 （和歌山大学・観光学部） 
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農産物直売所への期待と役割 －コメンテーターの理解－ 

<活動時間と地域との関わりによるポジショニング＞ 

農産物直売所への期待と役割 －コメンテーターの理解－ 

農産物直売所への期待 【利用者視点】 
  ①食の安全・安心（顔のみえる流通、地産地消） 
  ②ライフスタイルの変化（LOHAS、モノ消費からコト消費へ） 
 

農産物直売所に求められる役割 【交流視点】 
  ①農業への理解醸成（各種イベント、情報提供）…しかし不充分 
  ②外部化の進展により切り離された「食」と「農」と関係性回復 
   （体験交流の現代的意義） 
  ③都市農村交流活動の中での農産物直売所のポジション 
   （リピーターの期待に応える方策としての体験交流機能の拡充） 
   → リピーターを農業・農村を支える「関係人口」へと誘う戦略性 
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総務省「関係人口」 

<地域活性化と注目を集める「関係人口」> 
 

農産物直売所への期待と役割 －コメンテーターの理解－ 

 

 

 

 

項  目 マスツーリズム ニューツーリズム 
対  象  不特定多数  特定少数 
時間軸  一過性，短期滞在  持続性，反復的滞在 
利便性  重要（一次的）  必ずしも重要ではない（二次的） 
目    的  収益性の一義的追求  多元的地域活性化 
効    果  集中  分散 
関係性  自己完結  ネットワーク（連携） 
課    題  量的拡大  質的向上 
価    値  商品価値  文化・精神的価値 
本    質  サービス提供  人的交流促進 
特    質  資本投資  資源活用 
政策的意義  公共的基盤整備支援  公共的人材育成，資源活用支援 

<マスツーリズム（大衆観光）とニューツーリズム（交流）との相違> 

出典：青木辰司『転換するグリーン・ツーリズム』学芸出版社，2010年に加除修正 

農産物直売所への期待と役割 －コメンテーターの理解－ 
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資料
番号

課　　題　　名 報告者（著者）発表年次

和歌山県への移住者の実態と受入協議会の課題
辻和良
植田淳子
藤田武弘

地域経営のための合意形成と組織づくり 玉井常貴

イノベーションが起こる地域社会創造を目指して
－求められる共創の場づくり－

牧野光朗

田辺市龍神村におけるUIターン者・女性活動の現状と課題 小川さだ
竹内雅一

神戸大学と篠山市の地域連携活動の展開と課題

橋田薫
竹内聖司
垣内由起子
北山透

多角化の視点から考える６次産業化 櫻井清一

和歌山県農業展開史

橋本卓爾
大西敏夫
辻和良
湯崎真梨子
杦本敏男

園芸産地の振興と人材育成
板橋衛
辻和良

農業体験農園の可能性を考える
藤井至
池田信義

日高川町ゆめ倶楽部21の体験型観光・移住支援等の取り組
みと課題

直川裕子ほか

交流・体験型農産物直売所の現状と課題
－全国JAアンケートおよび現地調査結果をもとに－

辻和良
岸上光克
藤田武弘

一般社団法人南紀州交流公社の都市農村交流の取り組みと
課題

佐本真志

地方創生時代の農産物直売所に求められる機能と新たな運
営方式－交流・体験型直売所の展開を中心に－

岸上光克
櫻井清一
辻和良
植田淳子
藤田武弘
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